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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受電端子と、
　前記受電端子に電力が供給され始めた場合に点灯し始める光源と、
　書き込まれた画像に応じて前記光源からの光を変調する空間光変調装置と、
　前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光変調装置から射出される前記光
の拡散度を調節する光拡散装置と、
　前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装
置を制御する光拡散コントローラーと、
を備えたプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターであって、
　前記光源が点灯し始める場合に前記空間光変調装置に照明投写用の画像を書き込む表示
コントローラーをさらに備えたプロジェクター。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のプロジェクターであって、
　照明投写を示す情報または画像投写を示す情報が格納される記憶部をさらに備え、
　前記記憶部に前記照明投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラ
ーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡
散装置を制御し、
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　前記記憶部に前記画像投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラ
ーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないよう
に前記光拡散装置を制御する、
プロジェクター。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　画像投写コマンドを受信する受信部をさらに備え、
　前記受信部による前記画像投写コマンドの受信に応じて、前記光拡散装置が前記光を実
質的に拡散しないように前記光拡散コントローラーは前記光拡散装置を制御する、
プロジェクター。
【請求項５】
　請求項４記載のプロジェクターであって、
　前記受信部が無線または有線により外部ネットワークと通信可能であり、
　前記受信部は前記外部ネットワークから前記画像投写コマンドを受信する、
プロジェクター。
【請求項６】
　受電端子と、
　前記受電端子に電力が供給され始めた場合に点灯し始める光源と、
　書き込まれた画像に応じて前記光源からの光を変調する空間光変調装置と、
　前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光変調装置から射出される前記光
の拡散度を調節する光拡散装置と、
　前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前
記光拡散装置を制御する光拡散コントローラーと、
を備えたプロジェクター。
【請求項７】
　請求項６に記載のプロジェクターであって、
　前記光源が点灯し始める場合に前記空間光変調装置に画像投写用の画像を書き込む表示
コントローラーをさらに備えたプロジェクター。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のプロジェクターであって、
　照明投写を示す情報または画像投写を示す情報が格納される記憶部をさらに備え、
　前記記憶部に前記画像投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラ
ーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないよう
に前記光拡散装置を制御し、
　前記記憶部に前記照明投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラ
ーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡
散装置を制御する、
プロジェクター。
【請求項９】
　請求項６～８のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　照明投写コマンドを受信する受信部をさらに備え、
　前記受信部による前記照明投写コマンドの受信に応じて、前記光拡散装置が前記光を拡
散するように前記光拡散コントローラーは前記光拡散装置を制御する、
プロジェクター。
【請求項１０】
　請求項９記載のプロジェクターであって、
　前記受信部が無線または有線により外部ネットワークと通信可能であり、
　前記受信部は前記外部ネットワークから前記照明投写コマンドを受信する、
プロジェクター。
【請求項１１】
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　請求項１～１０のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記光拡散装置はＰＤＬＣ装置を含む、
プロジェクター。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記光拡散装置はリバースモードＰＤＬＣ装置を含む、
プロジェクター。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のプロジェクターであって、
　前記光拡散装置はフォーカス調整レンズを含む、
プロジェクター。
【請求項１４】
　受電端子と、
　前記受電端子に電力が供給され始めた場合に点灯し始める光源と、
　書き込まれた画像に応じて前記光源からの光を変調する空間光変調装置と、
　前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光変調装置から射出される前記光
の拡散度を調節する光拡散装置と、
を備えたプロジェクターの制御方法であって、
　前記光源を点灯し始めるステップと、
　前記光源を点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装
置を制御するステップと、
を包含したプロジェクターの制御方法。
【請求項１５】
　受電端子と、
　前記受電端子に電力が供給され始めた場合に点灯し始める光源と、
　書き込まれた画像に応じて前記光源からの光を変調する空間光変調装置と、
　前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光変調装置から射出される前記光
の拡散度を調節する光拡散装置と、
を備えたプロジェクターの制御方法であって、
　前記光源を点灯し始めるステップと、
　前記光源を点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前
記光拡散装置を制御するステップと、
を包含したプロジェクターの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明機器としても機能し得るプロジェクターおよびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明機器用のソケットなど給電端子に固定され、当該給電端子から電力の供給を受ける
プロジェクターが知られている（図１３、特許文献１、および特許文献２）。また、発光
ダイオードを光源とした照明器具において、その発光ダイオードからの光を高分子分散型
液晶調光シャッターにより必要に応じて拡散させ調光させることが知られている（特許文
献３）。また、ＡＣ電源を入力するとダイレクトに表示装置のランプが点灯するモードを
有する画像表示装置が知られている（特許文献４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－９９５８８号公報
【特許文献２】特開２００６－２２７１４３号公報
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【特許文献３】特開２０１０－２７５８６号公報
【特許文献４】特開２００７－７２３２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　照明機器として機能し得るプロジェクターを提供するとき、照明機器という機能が追加
されたがゆえに、ユーザーに起動時の煩雑さを感じさせることになり得る。しかしながら
、上記特許文献には、このような課題に関する知見がない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］本発明のある態様によれば、プロジェクターは、受電端子と、前記受電端
子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前記光源からの
光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光
変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、前記光源が点灯し始め
る場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装置を制御する光拡散コン
トローラーと、を備えている。
【０００７】
　［適用例２］本発明の他の態様によれば、前記光源は、前記受電端子に電力が供給され
始めた場合に点灯し始める。
【０００８】
　［適用例３］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、前記光源が点灯し始める
場合に前記空間光変調装置に照明投写用の画像を書き込む表示コントローラーをさらに備
えている。
【０００９】
　［適用例４］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、記憶部をさらに備え、前
記記憶部に照明投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラーは、前
記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装置を
制御し、前記記憶部に画像投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントロー
ラーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないよ
うに前記光拡散装置を制御する。
【００１０】
　［適用例５］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、画像投写コマンドを受信
する受信部をさらに備え、前記受信部による前記画像投写コマンドの受信に応じて、前記
光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散コントローラーは前記光拡散
装置を制御する。
【００１１】
　［適用例６］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、前記受信部が無線または
有線により外部ネットワークと通信可能であり、前記受信部は前記外部ネットワークから
前記画像投写コマンドを受信する。
【００１２】
　［適用例７］本発明のある態様によれば、プロジェクターは、受電端子と、前記受電端
子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前記光源からの
光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間光
変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、前記光源が点灯し始め
る場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を制御する
光拡散コントローラーと、を備えている。
【００１３】
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　［適用例８］本発明の他の態様によれば、前記光源は、前記受電端子に電力が供給され
始めた場合に点灯し始める。
【００１４】
　［適用例９］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、前記光源が点灯し始める
場合に前記空間光変調装置に画像投写用の画像を書き込む表示コントローラーをさらに備
えている。
【００１５】
　［適用例１０］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、記憶部をさらに備え、
前記記憶部に画像投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡散コントローラーは、
前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記
光拡散装置を制御し、前記記憶部に照明投写を示す情報が格納されているとき、前記光拡
散コントローラーは、前記光源が点灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散する
ように前記光拡散装置を制御する。
【００１６】
　［適用例１１］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、照明投写コマンドを受
信する受信部をさらに備え、前記受信部による前記照明投写コマンドの受信に応じて、前
記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散コントローラーは前記光拡散装置を制
御する。
【００１７】
　［適用例１２］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、前記受信部が無線また
は有線により外部ネットワークと通信可能であり、前記受信部は前記外部ネットワークか
ら前記照明投写コマンドを受信する。
【００１８】
　［適用例１３］本発明のある態様によれば、プロジェクターは、受電端子と、前記受電
端子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前記光源から
の光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間
光変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、前記光源が点灯し始
める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を制御す
る光拡散コントローラーと、前記光源が点灯し始める場合に照明投写とするか画像投写と
するかを選択させるＵＩ画像を前記空間光変調装置に書き込む表示コントローラーと、を
備え、前記照明投写が選択された場合には前記光拡散装置が前記光を拡散し、前記画像投
写が選択された場合には前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散
コントローラーは前記光拡散装置を制御する。
【００１９】
　［適用例１４］本発明の他の態様によれば、前記ＵＩ画像で前記画像投写が選択された
場合に、前記光拡散コントローラーは、前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないよ
うに前記光拡散装置を制御し、前記ＵＩ画像で前記照明投写が選択された場合に、前記光
拡散コントローラーは、前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装置を制御
する。
【００２０】
　［適用例１５］本発明の他の態様によれば、前記光拡散装置はＰＤＬＣ装置を含む。
【００２１】
　［適用例１６］本発明の他の態様によれば、前記光拡散装置はリバースモードＰＤＬＣ
装置を含む。
【００２２】
　［適用例１７］本発明の他の態様によれば、前記光拡散装置はフォーカス調整レンズを
含む。
【００２３】
　［適用例１８］本発明のある態様によれば、プロジェクターの制御方法は、受電端子と
、前記受電端子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前
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記光源からの光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光また
は前記空間光変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、を備えた
プロジェクターの制御方法であって、前記光源を点灯し始めるステップと、前記光源を点
灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装置を制御するス
テップと、を包含している。
【００２４】
　［適用例１９］本発明のある態様によれば、プロジェクターの制御方法は、受電端子と
、前記受電端子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前
記光源からの光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光また
は前記空間光変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、を備えた
プロジェクターの制御方法であって、前記光源を点灯し始めるステップと、前記光源を点
灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を
制御するステップと、を包含している。
【００２５】
　［適用例２０］本発明のある態様によれば、プロジェクターの制御方法は、受電端子と
、前記受電端子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前
記光源からの光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光また
は前記空間光変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、を備えた
プロジェクターの制御方法であって、前記光源を点灯し始めるステップと、前記光源を点
灯し始める場合に前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を
制御するステップと、前記光源を点灯し始める場合に照明投写とするか画像投写とするか
を選択させるＵＩ画像を前記空間光変調装置に書込むステップと、前記照明投写が選択さ
れた場合には前記光を拡散するように前記光拡散装置を制御するステップと、前記画像投
写が選択された場合には前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を制御するス
テップと、を包含している。
【００２６】
　［適用例２１］本発明のある態様によれば、プロジェクターは、受電端子と、前記受電
端子に供給される電力によって点灯する光源と、書き込まれた画像に応じて前記光源から
の光を変調する空間光変調装置と、前記空間光変調装置に入射する前記光または前記空間
光変調装置から射出される前記光の拡散度を調節する光拡散装置と、照明投写を示す情報
または画像投写を示す情報を記憶する記憶部と、前記記憶部に前記照明投写を示す情報が
記憶されている場合には、前記光拡散装置が前記光を拡散するように前記光拡散装置を制
御し、前記記憶部に前記画像投写を示す情報が記憶されている場合には、前記光拡散装置
が前記光を実質的に拡散しないように前記光拡散装置を制御する光拡散コントローラーと
、を備えている。
【００２７】
　［適用例２２］本発明の他の態様によれば、プロジェクターは、表示コントローラーを
さらに備え、前記記憶部は、前記照明投写、前記画像投写およびＵＩ画像投写のいずれか
を示す情報を記憶し、前記光拡散コントローラーは、前記記憶部に前記ＵＩ画像投写を示
す情報が記憶されている場合には、前記光拡散装置が前記光を実質的に拡散しないように
前記光拡散装置を制御し、前記表示コントローラーは、前記記憶部に前記ＵＩ画像投写を
示す情報が記憶されている場合には、前記照明投写とするか前記画像投写とするかを選択
させるＵＩ画像を前記空間光変調装置に書き込む。
【００２８】
　上述の態様によれば、プロジェクターが、主電源の供給または起動操作だけで照明とし
て機能し得る。したがって、たとえば夕暮れ時に部屋に帰宅したとき、あるいは夜間の就
寝時に急に照明が必要になったときに便利である。または、上述の態様によれば、プロジ
ェクターが主電源の供給または起動操作だけで所定の画像を投写し得る。したがって、特
に、写真や絵画などの画像を日々投写するような専用の用途でプロジェクターが用いられ
ている場合に便利である。あるいは、上述の態様によれば、このような主電源の供給後ま
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たは起動操作後の動作の選択をユーザーが事前にプロジェクターに記憶させることができ
る。したがって、照明投写の用途および画像投写の用途のどちらを優先するユーザーにも
利便性の高いプロジェクターを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本実施形態のプロジェクターの模式図。
【図２】本実施形態のプロジェクターの機能ブロック図。
【図３】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図４】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図５】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図６】本実施形態のプロジェクターの光源の駆動方法を説明するタイミングチャートで
あり、（Ａ）は通常モードを示し、（Ｂ）は高速モードを示す。
【図７】本実施形態のプロジェクターのハードウェア構成を示す模式図。
【図８】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図９】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図１０】本実施形態のプロジェクターの動作を示すフロー図。
【図１１】本実施形態の光拡散装置が拡散板を備える場合の模式図。
【図１２】本実施形態の光拡散装置がフォーカス調整レンズを備える場合の模式図。
【図１３】（Ａ）および（Ｂ）は、照明機器の給電端子に設けられるプロジェクターを示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　（実施形態１）
  （１．プロジェクターの全体構成）
  図１に示すとおり、プロジェクター１００は、光源１と、光源１を駆動する光源コント
ローラー２と、光源１からの光を変調する空間光変調装置３と、空間光変調装置３に画像
を書き込む表示コントローラー４と、光源１からの光が空間光変調装置３に照射されるよ
うに設けられた照射光学系５と、空間光変調装置３によって変調された光を投写する投写
光学系６と、投写光学系６からの光の拡散度を調整する光拡散装置７と、光拡散装置７を
制御する光拡散コントローラー８と、を備えている。
【００３１】
　図２に示すとおり、さらにプロジェクター１００は、プロジェクター１００が機能する
ための電力を外部の電源から給電端子（不図示）を介して受ける受電端子９と、受電端子
９に電力が供給されたことを検出する検出部１０と、を備えている。受電端子９に供給さ
れる電力は、交流でも直流でもよい。また、プロジェクター１００は、ユーザーからのコ
マンドを受信する受信部１１を備えている。
【００３２】
　プロジェクター１００は、通信部の一種である無線ＬＡＮアダプター１２を備えており
、外部ネットワーク（不図示）からプロジェクター１００に対するコマンドを受信するこ
とができ、さらに、図示しない外部のサーバーコンピューター、パーソナルコンピュータ
ー、スマートフォンまたはタブレットコンピューターの記憶部に格納された画像を投写す
ることができる。プロジェクター１００は、フラッシュドライブを含むＳＳＤ（Ｓｏｌｉ
ｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）１３と、メモリーカードＩ／Ｏ（Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕ
ｔ）回路（カードスロットを含む）１４と、を備えている。
【００３３】
　これらＳＳＤ１３、またはカードスロットに挿入されたメモリーカード（不図示）には
、プロジェクター１００が投写する画像が記憶されている。記憶されている画像は、無線
ＬＡＮアダプター１２の機能により、外部ネットワーク経由で書き換え可能である。
【００３４】
　本明細書において「画像」は、静止画と動画とを包含する用語として定義されている。
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静止画は、スライドショーのように経時変化するものを含み、音声が伴われていてもよい
。また、「画像」は、表示または投写される静止画または動画そのものを意味する場合も
あるし、静止画または動画を表示／投写するためのデータ（ストリーミングデータを含む
）を意味する場合もある。
【００３５】
　光源１は、Ｒ（赤色光）に対応したＬＥＤと、Ｇ（緑色光）に対応したＬＥＤと、Ｂ（
青色光）に対応したＬＥＤと、を備え、以下ではＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂとも表記さ
れる。Ｒ，Ｇ、Ｂは、フルカラーを表示するための典型的な要素色の組合せ例である。よ
って、本実施形態の光源１は３つの異なる要素色に対応した３つのＬＥＤを含むが、他の
実施形態では４つ以上の異なる要素色に対応したＬＥＤを含んでもよいし、２つの異なる
要素色に対応したＬＥＤを含んでもよい。また、光源１は、ＬＥＤに代えて、有機または
無機の半導体レーザー、または有機ＥＬ（エレクトロルミネッセント）素子を含んでもよ
いし、ＬＥＤまたはレーザーを励起光源とする蛍光体を含んでいてもよい。
【００３６】
　照射光学系５は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂのそれぞれからの色光の光路を合成する
ダイクロイックプリズムと、フライアイレンズを含んだインテグレーターと、インテグレ
ーターからの光の偏光を一つに揃える偏光変換素子と、を備えている。
【００３７】
　本実施形態の空間光変調装置３は、単板の透過型液晶ライトバルブである。ここで液晶
ライトバルブというとき、液晶ライトバルブは一対の偏光板とその間に位置した液晶パネ
ルとを含んでいる。後で詳述するように、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂと空間光変調装置
３とは、ＲＧＢシーケンシャル方式、すなわち色順次方式によって駆動される。そしてこ
のことによって、プロジェクター１００はフルカラーの照明または画像を投写し得る。
【００３８】
　光拡散装置７は、投写光学系６が投写する光の光路上に位置している。光拡散装置７は
、透過型のリバースモードＰＤＬＣ装置を含む。ＰＤＬＣは高分子分散液晶のことである
。図示はしないが、リバースモードＰＤＬＣ装置は、一対の光透過性を有した電極と、当
該一対の電極間に位置したリバースモードＰＤＬＣ層と、を含んでいる。
【００３９】
　一対の電極間に電位差がない場合には、リバースモードＰＤＬＣ層は光透過性を呈し、
この結果、光は実質的な拡散を受けずに光拡散装置７を透過する。このときの光拡散装置
７は非拡散状態にあると表現される。
【００４０】
　一方、一対の電極間に所定電位差が与えられた場合には、リバースモードＰＤＬＣ層は
光拡散性を呈し、この結果、光は拡散されて光拡散装置７を透過する。このときの光拡散
装置７は拡散状態にあると表現される。
【００４１】
　さらに、一対の電極間に与えられた電位差が０と所定電位差との間の中間的なものであ
る場合には、リバースモードＰＤＬＣ層はその電位に応じた中間的な光拡散性を呈し、こ
の結果、光は適度に拡散されて光拡散装置７を透過する。このときの光拡散装置７は中間
的な拡散状態にあると表現される。
【００４２】
　このように、光拡散装置７は、プロジェクター１００が投写する画像または照明の拡散
度を調整することができる。
【００４３】
　リバースモードＰＤＬＣ層が光透過性を呈するときの透明度は、通常のＰＤＬＣ層が光
透過性を呈するときの透明度よりも高い。このことは、光拡散装置７がリバースモードＰ
ＤＬＣ層（またはリバースモードＰＤＬＣ装置）を備えることの利点の一つである。なお
、用語「ＰＤＬＣ」は、「リバースモードＰＤＬＣ」と通常の「ＰＤＬＣ」との双方を包
含するように定義されている。
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【００４４】
　本実施形態の受電端子９は口金である。つまり、受電端子９は、照明機器用の給電端子
の一例である口金用ソケットにねじ込まれて固定され、当該口金用ソケットから電力の供
給を受ける構造を有している。なお、受電端子は、給電端子としてのコンセントに接続さ
れるプラグであってもよい。
【００４５】
　検出部１０は、受電端子９に電力が供給され始めたことを検出する。検出部１０はまた
、記憶部１０Ａを有している。記憶部１０Ａには、受電端子９に電力が供給され始めたら
プロジェクター１００を照明投写で開始するか、画像投写で開始するか、それともユーザ
ーに照明投写か投写光投写かを選択させるＵＩ画像を投写するか、のいずれか一つを決め
るフラグ（すなわち情報）が予め記憶されている。当該フラグは、ユーザーが、赤外式な
どのリモートコントローラー（リモコン）からのコマンドにより書き換えることができる
し、ネットワークを介したＥメール、またはスマートフォン上で動作するアプリケーショ
ンからのコマンドにより、書き換えられる。
【００４６】
　（２．プロジェクターの動作）
  図３から図５を参照しながら、電力が供給された後のプロジェクター１００の動作を説
明する。
【００４７】
　プロジェクター１００は、本来、照明装置が設けられる口金用ソケットに設けられてい
る。プロジェクター１００に主電源を供給または遮断するスイッチは、本実施形態では、
部屋の壁に設けられたスイッチであり、本来、照明機器をＯＮ、ＯＦＦするスイッチであ
る。
【００４８】
　スイッチがＯＮにされることで、受電端子９に電力の供給が始まる（Ｓ１）。つまり、
プロジェクター１００に主電源の供給が始まる。ここで、電力または主電源の供給が始ま
るというのは、本実施形態では、受電端子９への電力の電圧が、無電圧からプロジェクタ
ー１００が照明または画像を投写するのに必要な電圧に変化することであるが、他の実施
形態では、プロジェクター１００が照明または画像を投写するには十分でない電圧から上
記必要な電圧に変化することであってもよい。
【００４９】
　受電端子９に電力の供給が始まることで、検出部１０は、受電端子９に電力が供給され
始めたことを検出する（Ｓ２）。そして、無線ＬＡＮアダプター１２が機能し始め、無線
ＬＡＮアダプター１２を介して表示コントローラー４および受信部１１が外部ネットワー
クと双方向に通信可能になる（Ｓ３）。
【００５０】
　さらに検出部１０は、その記憶部１０Ａに記憶されたフラグが、照明投写、画像投写、
およびＵＩ画像投写のうちのいずれを示すかを判断する（Ｓ４）。
【００５１】
　（２．１　電源ＯＮ後に照明投写が優先する場合）
  図３に示すとおり、フラグが照明投写を示す場合（Ｓ４：ＹＥＳ）には、以下のとおり
処理が進む。
【００５２】
　検出部１０による上記検出（電力の供給開始の検出：Ｓ２）があった場合に、光源コン
トローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このとき光源コントローラ
ー２は、後述する「高速モード」でＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動する（ＳＡ１）。
なお、ここで、光源コントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始めるため
のトリガーは、検出部１０の上記検出をトリガーにしてもよいし、前段のステップの開始
（この場合、無線ＬＡＮアダプター１２の起動）をトリガーにしてもよいし、あるいは光
源コントローラー２への電力供給そのものでもよい。この点は、以下の説明における光拡
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散コントローラー８の動作の開始および表示コントローラー４の動作の開始に関して、同
様である。
【００５３】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、光拡散コントローラー８は、光拡
散装置７が拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＳＡ２）。この場合、上述の
とおり光源１が点灯し始めることとなるので（ＳＡ１）、光源１が点灯し始める場合に光
拡散装置７が光源１からの光を拡散するとも表現される。本実施形態では、光拡散装置７
がリバースモードＰＤＬＣ層を含むので、リバースモードＰＤＬＣ層を挟む一対の電極間
に所定電位差が与えられることとなる。なお、光拡散装置７が通常のＰＤＬＣ層を含む場
合には、一対の電極間に電位差が与えられないように、光拡散コントローラー８が光拡散
装置７を制御する（このとき例えば、何もしなくてもよい）。リバースモードＰＤＬＣ層
とＰＤＬＣ層とでは、電位差の有無に応じて生じる拡散状態と非拡散状態とが逆だからで
ある。なお、光源１の点灯が始まるタイミングと、光拡散装置７が光を拡散するようにな
るタイミングとは、前後を問わないし同時でもよい。
【００５４】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、表示コントローラー４は、空間光
変調装置３に照明投写用の画像を書き込む（ＳＡ３）。照明投写用の画像とは、典型的に
は輝度が画像に亘って一様なものであるが、周辺部の輝度が中央部の輝度よりも相対的に
低い画像でも高い画像でもよい。照明投写用の画像は、図７を参照して後述する制御部２
３における不揮発性メモリーまたはＲＯＭに記憶されているが、ＳＳＤ１３、メモリーカ
ード、またはネットワーク上の記憶装置に記憶されていてもよい。空間光変調装置３は、
書き込まれた画像に応じてＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光を変調することとなる。
ただし、空間光変調装置３がノーマリーホワイト（パラニコル）の液晶ライトバルブを含
む場合には、画像が書き込まれなくても空間光変調装置３は光を一様に透過することから
、この場合には、表示コントローラー４が空間光変調装置３に対して画像を書き込むこと
がなくてもよい。
【００５５】
　以上の処理を経て、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光は空間光変調装置３と投写光
学系６とを経由し、光拡散装置７によって拡散される。この結果、プロジェクター１００
は照明を投写する。便宜上、照明を「投写する」と表現しているが、ＲＧＢ光源１Ｒ，１
Ｇ，１Ｂの光は光拡散装置７によって拡散されていることから、室内などを照らすのに適
した柔らかな灯を提供することができる。したがって、プロジェクター１００は照明機器
として利用され得る。
【００５６】
　照明を投写している間、プロジェクター１００はユーザーからのコマンドを待つ状態に
ある（ＳＡ４：ＮＯ）。ユーザーが画像投写を希望する場合には、ユーザーはリモコンを
操作し、画像の投写を指示する画像投写コマンドをプロジェクター１００に対して送信す
る。そして、プロジェクター１００における受信部１１が画像投写コマンドを受信した場
合には（ＳＡ４：ＹＥＳ）、その受信に応じて、光源コントローラー２が高速モードから
通常モードに切り換えてＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動し始める（ＳＡ５）。そして
、光拡散コントローラー８は光拡散装置７が非拡散状態になるように光拡散装置７を制御
する（ＳＡ６）。また、表示コントローラー４は画像投写用の画像を空間光変調装置３へ
書き込む（ＳＡ７）。この画像は、ＳＳＤ１３、メモリーカード、またはネットワーク上
の記憶装置に記憶されている。
【００５７】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００は照明投写から画像投写に切り換わる。そし
て、プロジェクター１００はユーザーからの次なるコマンドを待つ状態になる（ＳＡ８：
ＮＯ）。そして、この状態で受信部１１が後述する照明投写コマンドを受信した場合には
（ＳＡ８：ＹＥＳ）、処理はＳＡ１に戻る。
【００５８】
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　（２．２　電源ＯＮ後に投写光投写が優先する場合）
  検出部１０の記憶部１０Ａに記憶されたフラグが照明投写を示さない場合には（Ｓ４：
ＮＯ）、検出部１０はフラグが画像投写を示すか否かを判断する（Ｓ５）。フラグが画像
投写を示す場合には（Ｓ５：ＹＥＳ）、以下のとおり処理が進む。
【００５９】
　図４に示すとおり、検出部１０による上記検出（電力の供給開始の検出：Ｓ２）があっ
た場合に、光源コントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このと
き光源コントローラー２は、後述する「通常モード」でＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆
動する（ＳＢ１）。
【００６０】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、光拡散コントローラー８は、光拡
散装置７が非拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＳＢ２）。この場合、上述
のとおり光源１が点灯し始めることとなるので（ＳＢ１）、光源１が点灯し始める場合に
光拡散装置７が光源１からの光を実質的に拡散しないようになるとも表現される。なお、
光源１の点灯が始まるタイミングと、光拡散装置７が光を実質的に拡散しないようになる
タイミングとは、前後を問わないし同時でもよい。
【００６１】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、表示コントローラー４は、画像投
写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＳＢ３）。
【００６２】
　以上の処理を経て、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光は空間光変調装置３に書き込
まれた画像に応じて変調され、投写光学系６によって投写される。ここで、光拡散装置７
は非拡散状態にあるので、空間光変調装置３によって変調された光は実質的に拡散されず
、この結果、明瞭および／または明るい画像が投写される。ここで投写される画像として
、情報を提供するコンピューター画面だけでなく、絵画の画像、写真なども有効である。
また、インターネット上の写真共有サイトのＡＰＩ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）に対応したソフトウェアをプロジェクター１００における
制御部２３（後述）に実装して、当該サイト上で特定の属性情報（たとえば使用許可）が
付された写真だけを自動的に選択して投写することもできる。
【００６３】
　画像を投写している間、プロジェクター１００はユーザーからのコマンドを待つ状態に
ある（ＳＢ４：ＮＯ）。ユーザーが照明投写を希望する場合には、ユーザーはリモコンを
操作し、照明光の投写を指示する照明投写コマンドをプロジェクター１００に対して送信
する。プロジェクター１００における受信部１１が照明投写コマンドを受信した場合には
（ＳＢ４：ＹＥＳ）、その受信に応じて光源コントローラー２が、通常モードから高速モ
ードに切り換えてＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動し始める（ＳＢ５）。そして、光拡
散コントローラー８は光拡散装置７が拡散状態になるように光拡散装置７を制御する（Ｓ
Ｂ６）。また、表示コントローラー４は、照明投写用の画像を空間光変調装置３へ書き込
む（ＳＢ７）。
【００６４】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００は画像投写から照明投写に切り換わる。そし
て、プロジェクター１００はユーザーからの次なるコマンドを待つ状態になる（ＳＢ８：
ＮＯ）。そして、この状態で受信部１１が画像投写コマンドを受信した場合には（ＳＢ８
：ＹＥＳ）、処理はＳＢ１に戻る。
【００６５】
　（２．３　電源ＯＮ後にＵＩ画像投写が優先する場合）
  検出部１０の記憶部１０Ａに記憶されたフラグがＵＩ画像投写を示す場合には（Ｓ５：
ＮＯ）、以下のとおり処理が進む。
【００６６】
　図５に示すとおり、検出部１０による上記検出（電力の供給開始の検出：Ｓ２）があっ
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た場合に、光源コントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このと
き光源コントローラー２は、後述する「通常モード」でＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆
動する（ＳＣ１）。
【００６７】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、光拡散コントローラー８は、光拡
散装置７が非拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＳＣ２）。この場合、上述
のとおり光源１が点灯し始めることとなるので（ＳＣ１）、光源１が点灯し始める場合に
光拡散装置７が光源１からの光を実質的に拡散しないようになるとも表現される。なお、
光源１の点灯が始まるタイミングと、光拡散装置７が光を実質的に拡散しないようになる
タイミングとは、前後を問わないし同時でもよい。
【００６８】
　検出部１０による上記検出（Ｓ２）があった場合に、表示コントローラー４は、ＵＩ画
像を空間光変調装置３へ書き込む（ＳＣ３）。空間光変調装置３は、書き込まれた画像に
応じてＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光を変調することになる。ＵＩ画像は、ユーザ
ーが照明投写と画像投写とのどちらかを選択するためのインターフェイスである。ユーザ
ーはこの選択を、リモコンを操作することで行う。
【００６９】
　ＵＩ画像において照明投写が選択された場合には（ＳＣ４：ＹＥＳ）、光源コントロー
ラー２は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを「通常モード」から「高速モード」に切り換え
て駆動し始める（ＳＣ５）。そして、光拡散コントローラー８は光拡散装置７が拡散状態
になるように光拡散装置７を制御する（ＳＣ６）。また、表示コントローラー４は、照明
投写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＳＣ７）。
【００７０】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００はＵＩ画像投写から照明投写に切り換わる。
そして、プロジェクター１００は、ＵＩ画像を再び投写させるためのＵＩ画像投写コマン
ドを待つ状態になる（ＳＣ８：ＮＯ）。ＵＩ画像投写コマンドが受信された場合には（Ｓ
Ｃ８：ＹＥＳ）、処理はＳＣ３に戻る。なお、図５には示されていないが、ＳＣ８におい
て、ＵＩ画像投写コマンド以外に、照明投写コマンドおよび画像投写コマンドが受信され
たと判定された場合には、処理はＳＡ１（図３）およびＳＢ１（図４）へ、それぞれ移行
する。
【００７１】
　ＵＩ画像において画像投写が選択された場合には（ＳＣ４：ＮＯ）、光源コントローラ
ー２は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを「通常モード」で駆動し始める（この場合、ＵＩ
画像を投写している状態のときから通常モードが維持されることになる）（ＳＣ９）。そ
して、光拡散コントローラー８は、光拡散装置７が非拡散状態になるように光拡散装置７
を制御する（この場合も、非拡散状態が維持されることになる）（ＳＣ１０）。また、表
示コントローラー４は、画像投写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＳＣ１１）。
【００７２】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００はＵＩ画像投写から画像投写に切り換わる。
そして、プロジェクター１００はユーザーからのＵＩ画像投写コマンドを待つ状態になる
（ＳＣ１２：ＮＯ）。ＵＩ画像投写コマンドが受信された場合には（ＳＣ１２：ＹＥＳ）
、処理はＳＣ３に戻る。なお、図５には示されていないが、ＳＣ１２において、ＵＩ画像
投写コマンド以外に、照明投写コマンドおよび画像投写コマンドが受信されたと判定され
た場合には、処理はＳＡ１（図３）およびＳＢ１（図４）へ、それぞれ移行する。
【００７３】
　（３．ＲＧＢ光源の駆動モード）
  （３．１　通常モード）
  図６（Ａ）に示すとおり、ＲＧＢシーケンシャル駆動または色順次駆動においては、フ
ルカラーの１フレームが、時間的に連続した３つのフィールド画像で表現される。倍速駆
動がない場合、ソースの画像のフレーム周波数Ｆframeが６０Ｈｚであれば、フィールド
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画像のＲＧＢ繰り返し周波数Ｆfieldは６０Ｈｚである。また、たとえば３倍速駆動の場
合に、ソースの画像のフレーム周波数Ｆframeが６０Ｈｚであれば、フィールド画像のＲ
ＧＢ繰り返し周波数Ｆfieldは１８０Ｈｚとなる。通常モードでＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，
１Ｂを駆動する場合、ＲＧＢのフィールド画像に対応してＲ，Ｇ、ＢのＬＥＤも順次繰り
返して駆動されるが、このときのＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂの繰り返し周波数ＦＬnorm

alは６０Ｈｚ（３倍速駆動の場合は１８０Ｈｚ）となる。つまり、通常モードでは、フィ
ールド画像のＲＧＢ繰り返し周波数Ｆfieldと、順次駆動されるＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，
１Ｂの繰り返し周波数ＦＬnormalとが、同じである。なお、要素色の数も要素光源の数も
３より多くてかまわない。
【００７４】
　（３．２　高速モード）
  図６（Ｂ）に示すとおり、高速モードの場合のＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂの繰り返し
周波数ＦＬｈｉｇｈは、通常モードの場合に空間光変調装置３に書き込まれていたフィー
ルド画像のＲＧＢ繰り返し周波数Ｆfieldよりも高い。
【００７５】
　もちろん、通常モードと高速モードとを定義するときに、単に、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ
，１Ｂの両モードでの繰り返し周波数ＦＬnormal、ＦＬhighの高低で表現されてもよい。
高速モードでの繰り返し周波数ＦＬhighは通常モードでの繰り返し周波数ＦＬnormalより
も高く、本実施形態では通常モードでの繰り返し周波数ＦＬnormalの３倍である。
【００７６】
　本実施形態では、プロジェクター１００が照明投写の場合に、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，
１Ｂが高速モードで駆動されることから、画像投写の場合よりも色割れが知覚されにくく
なる。また、照明投写の場合に、Ｒ，Ｇ、ＢのＬＥＤが点灯し得る時間期間（点灯可能期
間）に重複がないことから光源駆動回路２５（図７）内に同一の回路を重複して備える必
要がなくなり、回路構成を簡略化できる。また、画像投写の場合と同様にＲＧＢシーケン
シャル駆動を行っているため、駆動制御を簡略化することができる。つまり、照明機器と
しても機能するプロジェクター１００を提供するにあたりコスト増を防げる。
【００７７】
　図６（Ｂ）では、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂが高速モードで駆動されることに併せて
、空間光変調装置３に照明投写用の画像（画像データ）が書き込まれる。この画像は、た
とえば一様な輝度分布で表される画像である。また、書き込まれた画像は、図６（Ｂ）に
示すとおり空間光変調装置３において特にリフレッシュされなくてもよいが、リフレッシ
ュされてもよい。リフレッシュされる場合には、書き込まれる画像がその輝度分布に経時
変化を伴うものでもよい。リフレッシュのタイミングは、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂの
それぞれの点灯可能期間の切り換わりのいずれかに合わせることが、視覚的なビートが生
じにくいので、好ましい。ただし、リフレッシュの周波数は低いほうが好ましい。消費電
力がより少なくなるからである。そこで、たとえば、書き込まれた画像が、ＲＧＢ光源１
Ｒ，１Ｇ，１Ｂの繰り返し周波数より低い周波数でリフレッシュすることが考えられる。
【００７８】
　ただし、空間光変調装置３がノーマリーホワイト（パラニコル）の液晶ライトバルブを
含む場合には、画像（画像データ）が書き込まれなくても空間光変調装置３のそれぞれの
画素領域が光を透過させることから、この場合には、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂが高速
モードで駆動されているときに、表示コントローラー４が空間光変調装置３に対して画像
を書き込むことがなくてもよい。
【００７９】
　高速モードの場合に投写される光の色は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂ間の発光強度比
を変更することで変えることができる。また、当該光の色は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１
Ｂのそれぞれの点灯可能期間内でのパルス幅（点灯期間幅）を変更することでも変えるこ
とができる。
【００８０】
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　（４．ハードウェア構成）
  図７を参照しながら、より具体的なハードウェア構成の観点からプロジェクター１００
を説明する。ただし、既出の構成要素に関しては、図において同じ符号を付し、その説明
を省略している場合がある。
【００８１】
　プロジェクター１００は、バス２０と、ソースの画像に対して解像度変換、さらに色補
正や台形補正を施す画像処理回路２１と、画像処理回路２１によって処理された画像に基
づいて空間光変調装置３に駆動信号を与えるライトバルブ駆動回路２２と、制御部２３と
、受電端子９と電気的に接続された電源回路２４と、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂに駆動
信号を与える光源駆動回路２５と、光拡散装置７に駆動信号を与える光拡散駆動回路２６
と、リモコンからの赤外コマンドを受信するＩＲ受信回路２７と、を備えている。これら
構成要素は、制御部２３の制御のもとバス２０を介して通信可能である。
【００８２】
　制御部２３は、システム・コントローラーと、フラッシュを含む不揮発性メモリーと、
ＲＯＭと、ＲＡＭと、ＣＰＵと、を備えている。不揮発性メモリーには本実施形態で説明
した機能を実現するためのオペレーティングソフトウェアとアプリケーションソフトウェ
アとが格納され、ＲＯＭにはＢＩＯＳが格納されている。不揮発性メモリーまたはＲＯＭ
には、照明投写用の画像も格納されている。
【００８３】
　上述の検出部１０は、制御部２３と電源回路２４とによって実現される。光源コントロ
ーラー２は、制御部２３と光源駆動回路２５とによって実現される。表示コントローラー
４は、制御部２３と、画像処理回路２１と、ライトバルブ駆動回路２２とによって実現さ
れる。光拡散コントローラー８は、制御部２３と光拡散駆動回路２６とによって実現され
る。受信部１１は、制御部２３とＩＲ受信回路２７および／または無線ＬＡＮアダプター
１２とによって実現される。ただし、これら検出部１０、光源コントローラー２、表示コ
ントローラー４、光拡散コントローラー８、および受信部１１の構成は、本実施形態によ
るハードウェア構成に限定されず、同様な機能を発揮する他の均等な構成を含み得る。そ
して、これらは、それぞれ専用のハードウェアによっても実現され得る。
【００８４】
　（５．「照明投写」と「画像投写」）
  「照明投写」は、最も広義の定義によれば、プロジェクター１００が照明機器として屋
内・室内または屋外にて「灯」を提供する機能を発揮する状態をいう。たとえば、「照明
投写」は、照明投写用の画像を被投写面に投写している状態である。また、光拡散装置７
が拡散状態にある状態としても定義される。あるいは、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂが高
速モードで駆動されている状態として定義されてもよい。「照明投写」とは、上記３つの
条件のうちの、少なくとも１つが満たされる場合であればよい。したがって場合によって
は、プロジェクター１００が絵画、写真、動画、またはコンピューター画面を投写してい
ても、光拡散装置７が拡散状態にあり、あるいはＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂが高速モー
ドで駆動されていれば、プロジェクター１００が「照明投写」にあるということがある。
【００８５】
　「画像投写」は、最も広義の定義によれば、プロジェクター１００がなんらかの画像を
投写している状態をいう。また、「画像投写」は、光拡散装置７が非拡散状態にある状態
としても定義される。あるいは、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂが通常モードで駆動されて
いる状態として定義されてもよい。光拡散装置７が中間的な拡散状態にあるときを、画像
投写に含めてよい。
【００８６】
　（実施形態２）
  実施形態１の検出部１０およびそれに含まれる電源回路２４を改変することで、受電端
子９に電力が供給された場合にプロジェクター１００がスタンバイモードになるようにす
ることができる。実施形態２によれば、そのように改変されたプロジェクター１００がス
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タンバイモードにあるときに受信部１１がユーザーからの起動コマンドを受信すると、図
８から図１０に示す以下の処理が始まる。
【００８７】
　実施形態１と同様に、壁のスイッチがＯＮにされることで、受電端子９に電力が供給さ
れる（Ｔ０）。つまり、プロジェクター１００に主電源が供給される。そうすると、プロ
ジェクター１００はスタンバイモードになるが（Ｔ１）、このとき電源回路２４（図７）
は受信部１１に電力を供給し始め、その結果、受信部１１が起動コマンドの受信を待つ状
態になる。起動コマンドは、本実施形態では赤外式のリモートコントローラーから送信さ
れるコマンドであるが、スマートフォンなどのネットワーク機器から外部ネットワークを
経由した起動コマンドでもよい。スタンバイモードでは、プロジェクター１００において
、起動コマンドを受信することと、当該受信に応じて後段の処理（後述）を開始させるこ
とと、に必要な構成だけが起動している。また、外部ネットワークからの起動コマンドを
受信するようにするには、無線ＬＡＮアダプター１２に電力を供給し、スタンバイモード
で無線ＬＡＮアダプター１２が機能するようにすればよい。上述のように本明細書では、
受信部１１は、無線ＬＡＮアダプター１２を含むように定義されている。
【００８８】
　ユーザーがプロジェクター１００に対して起動コマンドを送信すると、受信部１１が起
動コマンドを受信する（Ｔ２）。そして、本実施形態ではこの段階で無線ＬＡＮアダプタ
ー１２が機能し始め、無線ＬＡＮアダプター１２を介して表示コントローラー４および受
信部１１が外部ネットワークと双方向に通信可能になる（Ｔ３）。
【００８９】
　そして、検出部１０は、その記憶部１０Ａに記憶されたフラグが、照明投写、画像投写
、およびＵＩ画像投写のうちのいずれを示すかを判断する（Ｔ４）。
【００９０】
　（Ａ．起動コマンド受信後に照明投写が優先する場合）
  図８に示すとおり、フラグが照明投写を示す場合（Ｔ４：ＹＥＳ）には、以下のとおり
処理が進む。
【００９１】
　受信部１１が起動コマンドを受信した場合に、光源コントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ
，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このとき光源コントローラー２は、高速モードでＲＧＢ光
源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動する（ＴＡ１）。なお、ここで、光源コントローラー２がＲＧ
Ｂ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始めるためのトリガーは、受信部１１の上記起動コマン
ドの受信でもよいし、前段のステップの開始（この場合、無線ＬＡＮアダプター１２の起
動）でもよいし、あるいは光源コントローラー２への電力供給そのものでもよい。この点
は、以下の説明における光拡散コントローラー８の動作の開始および表示コントローラー
４の動作の開始に関して、同様である。
【００９２】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、光拡散コントローラー８は
、光拡散装置７が拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＴＡ２）。
【００９３】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、表示コントローラー４は空
間光変調装置３に照明投写用の画像を書き込む（ＴＡ３）。ただし、空間光変調装置３が
、ノーマリーホワイト（パラニコル）の液晶ライトバルブを含む場合には、画像が書き込
まれなくても空間光変調装置３は光を一様に透過することから、この場合には、表示コン
トローラー４が空間光変調装置３に対して画像を書き込むことがなくてもよい。
【００９４】
　以上の処理を経て、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光は空間光変調装置３と投写光
学系６とを経由し、光拡散装置７によって拡散される。この結果、プロジェクター１００
は照明を投写する。
【００９５】
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　照明を投写している間、プロジェクター１００はユーザーからのコマンドを待つ状態あ
る（ＴＡ４：ＮＯ）。ユーザーが画像投写を希望する場合には、ユーザーはリモコンを操
作し、プロジェクター１００に対して画像投写コマンドを送信する。そして、プロジェク
ター１００における受信部１１が画像投写コマンドを受信した場合には（ＴＡ４：ＹＥＳ
）、その受信に応じて、光源コントローラー２が高速モードから通常モードに切り換えて
ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動し始める（ＴＡ５）。そして、光拡散コントローラー
８は光拡散装置７が非拡散状態になるように光拡散装置７を制御する（ＴＡ６）。また、
表示コントローラー４は画像を空間光変調装置３へ書き込む（ＴＡ７）。この画像は、Ｓ
ＳＤ１３、メモリーカード、またはネットワーク上の記憶装置に記憶されている。
【００９６】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００は照明投写から画像投写に切り換わる。そし
て、プロジェクター１００はユーザーからの次なるコマンドを待つ状態になる（ＴＡ８：
ＮＯ）。そして、この状態で受信部１１が照明投写コマンドを受信した場合には（ＴＡ８
：ＹＥＳ）、処理はＴＡ１に戻る。
【００９７】
　（Ｂ．起動コマンド受信後に画像投写が優先する場合）
  検出部１０の記憶部１０Ａに記憶されたフラグが照明投写を示さない場合には（Ｔ４：
ＮＯ）、検出部１０はフラグが画像投写を示すか否かを判断する（Ｔ５）。フラグが画像
投写を示す場合には（Ｔ５：ＹＥＳ）、以下のとおり処理が進む。
【００９８】
　図９に示すとおり、受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、光源コ
ントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このとき光源コントロー
ラー２は、通常モードでＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動する（ＴＢ１）。
【００９９】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、光拡散コントローラー８は
、光拡散装置７が非拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＴＢ２）。
【０１００】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、表示コントローラー４は、
画像投写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＴＢ３）。
【０１０１】
　以上の処理を経て、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光は空間光変調装置３に書き込
まれた画像に応じて変調され、投写光学系６によって投写される。
【０１０２】
　画像を投写している間、プロジェクター１００はユーザーからのコマンドを待つ状態に
ある（ＴＢ４：ＮＯ）。ユーザーが照明投写を希望する場合には、ユーザーはリモコンを
操作し、プロジェクター１００に対して照明投写コマンドを送信する。プロジェクター１
００における受信部１１が照明投写コマンドを受信した場合には（ＴＢ４：ＹＥＳ）、そ
の受信に応じて光源コントローラー２が、通常モードから高速モードに切り換えてＲＧＢ
光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動し始める（ＴＢ５）。そして、光拡散コントローラー８は光
拡散装置７が拡散状態になるように光拡散装置７を制御する（ＴＢ６）。また、表示コン
トローラー４は、照明投写用の画像を空間光変調装置３へ書き込む（ＴＢ７）。
【０１０３】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００は画像投写から照明投写に切り換わる。そし
て、プロジェクター１００はユーザーからの次なるコマンドを待つ状態になる（ＴＢ８：
ＮＯ）。そして、この状態で受信部１１が画像投写コマンドを受信した場合には（ＴＢ８
：ＹＥＳ）、処理はＴＢ１に戻る。
【０１０４】
　（Ｃ．起動コマンド受信後にＵＩ画像投写が優先する場合）
  検出部１０の記憶部１０Ａに記憶されたフラグがＵＩ画像投写を示す場合には（Ｔ５：
ＮＯ）、以下のとおり処理が進む。
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【０１０５】
　図１０に示すとおり、受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、光源
コントローラー２がＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを点灯し始める。このとき光源コントロ
ーラー２は、通常モードでＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを駆動する（ＴＣ１）。
【０１０６】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、光拡散コントローラー８は
、光拡散装置７が非拡散状態にあるように光拡散装置７を制御する（ＴＣ２）。
【０１０７】
　受信部１１による上記起動コマンドの受信があった場合に、表示コントローラー４はＵ
Ｉ画像を空間光変調装置３へ書き込む（ＴＣ３）。
【０１０８】
　ＵＩ画像において照明投写が選択された場合には（ＴＣ４：ＹＥＳ）、光源コントロー
ラー２は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを「通常モード」から「高速モード」に切り換え
て駆動し始める（ＴＣ５）。そして、光拡散コントローラー８は光拡散装置７が拡散状態
になるように光拡散装置７を制御する（ＴＣ６）。また、表示コントローラー４は、照明
投写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＴＣ７）。
【０１０９】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００はＵＩ画像投写から照明投写に切り換わる。
そして、プロジェクター１００はユーザーからのＵＩ画像投写コマンドを待つ状態になる
（ＴＣ８：ＮＯ）。ＵＩ画像投写コマンドが受信された場合には（ＴＣ８：ＹＥＳ）、処
理はＴＣ３に戻る。なお、図１０には示されていないが、ＴＣ８において、ＵＩ画像投写
コマンド以外に、照明投写コマンドおよび画像投写コマンドが受信されたと判定された場
合には、処理はＴＡ１（図８）およびＴＢ１（図９）へ、それぞれ移行する。
【０１１０】
　ＵＩ画像において画像投写が選択された場合には（ＴＣ４：ＮＯ）、光源コントローラ
ー２は、ＲＧＢ光源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂを「通常モード」で駆動し始める（この場合、ＵＩ
画像を投写している状態のときから通常モードが維持されることになる）（ＴＣ９）。そ
して、光拡散コントローラー８は、光拡散装置７が非拡散状態になるように光拡散装置７
を制御する（この場合も、非拡散状態が維持されることになる）（ＴＣ１０）。また、表
示コントローラー４は、画像投写用の画像を空間光変調装置３に書き込む（ＴＣ１１）。
【０１１１】
　以上の処理を経て、プロジェクター１００はＵＩ画像投写から画像投写に切り換わる。
そして、プロジェクター１００はユーザーからのＵＩ画像投写コマンドを待つ状態になる
（ＴＣ１２：ＮＯ）。ＵＩ画像投写コマンドが受信された場合には（ＴＣ１２：ＹＥＳ）
、処理はＴＣ３に戻る。なお、図１０には示されていないが、ＴＣ１２において、ＵＩ画
像投写コマンド以外に、照明投写コマンドおよび画像投写コマンドが受信されたと判定さ
れた場合には、処理はＴＡ１（図８）およびＴＢ１（図９）へ、それぞれ移行する。
【０１１２】
　（変形例１）
  光拡散装置７は、ＰＤＬＣ装置以外にも、拡散板を利用した装置、およびフォーカスを
調整するレンズを利用した装置のいずれかであってもよいし、これらの３つのうちの組合
せであってもよい。
【０１１３】
　図１１に示すとおり、拡散板３０を利用する場合、光拡散装置７Ａは、光を拡散して透
過する拡散板３０と、スライドさせることにより当該拡散板３０をプロジェクター１００
の光路に挿入したり当該光路から外したりする機械的な機構３１と、を備えている。拡散
板３０が挿入される位置は、光路上であればどこでもよく、空間光変調装置３とＲＧＢ光
源１Ｒ，１Ｇ，１Ｂとの間の光路上でもよい。この点は、リバースモードＰＤＬＣ装置の
場合もＰＤＬＣ装置の場合も同様である。つまり、光拡散装置７Ａは、空間光変調装置３
に入射する光および空間光変調装置３から射出される光のいずれを拡散するようにしても
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よい。ただし、最も外側の投写レンズより外側であれば、照明投写の場合にＲＧＢ光源１
Ｒ，１Ｇ，１Ｂからの光を効率よく利用できるため、好ましい。
【０１１４】
　拡散板３０はホイールの形状を有していてもよい。このとき、拡散板３０は、光を拡散
する部分（拡散度が高い部分）と、実質的に拡散しないで透過する部分（拡散度が低い部
分）と、拡散度が中程度の部分と、を含んでいてもよい。そして、光拡散コントローラー
８の制御に応じて機構３１が当該ホイールを回転させることで、プロジェクター１００の
光路上に、上記３つの部分のいずれかが位置する。
【０１１５】
　図１２に示すとおり、フォーカスを調整するレンズ（フォーカスレンズ）を利用する場
合、光拡散装置７Ｂは、投写光学系６に含まれるフォーカスレンズと、当該フォーカスレ
ンズの位置を光路上で変位させる機構と、を備えている。
【０１１６】
　照明投写の場合に、光拡散コントローラー８は、被投写面（たとえば、スクリーン、壁
、テーブル天板、天井）上で投写光のフォーカスが外れるように光拡散装置７Ｂを駆動す
る。この結果、被投写面上でプロジェクター１００からの光が拡散される。
【０１１７】
　画像投写の場合に、光拡散コントローラー８は、被投写面上で投写光のフォーカスが合
うように光拡散装置７Ｂを駆動する。この結果、被投写面上でプロジェクター１００から
の光は実質的に拡散されない。
【０１１８】
　光拡散コントローラー８は、画像投写が開始されるたびに毎回、被投写面との間の距離
を測って投写光のフォーカスが合うように調整してもよいし、毎回距離を測定することは
せずに、一度フォーカスが合うよう調整された場合のレンズの位置を記憶し、照明投写か
ら画像投写への切り換えに応じて、記憶した位置にフォーカスレンズが位置するようにフ
ォーカスレンズを制御してもよい。
【０１１９】
　（変形例２：リモコン）
  ユーザーが使用する上述のリモコンは、照明投写と画像投写との切り換えために用いら
れるだけでなく、プロジェクター１００に電源が供給され始めた直後に、照明投写、画像
投写、およびＵＩ画像投写のいずれを開始するかを決めるフラグの選択と書き込みにも用
いられる。
【０１２０】
　コマンドの送信は、赤外光のリモコン、Ｅメールによるコマンド送信、スマートフォン
やタブレット型コンピューター上で機能する専用アプリケーションからのコマンドの送信
を含む。後者２つの場合には、プロジェクター１００が、無線ＬＡＮやＰＬＣ（電力線搬
送通信）によって、ネットワークに接続されている場合に有効である。このためリモコン
は、ＩＲリモートコントローラー以外にも、パーソナルコンピューター、スマートフォン
を含む携帯電話、およびタブレット型コンピューターであり得る。
【０１２１】
　（変形例３：空間光変調装置）
  本実施形態によれば空間光変調装置３は単板の透過型液晶ライトバルブである。ただし
、空間光変調装置３は、反射型液晶ライトバルブを含んでもよいし、デジタルミラーデバ
イス（ＤＭＤ）を含んでもよい。空間光変調装置３が反射型液晶ライトバルブ、デジタル
ミラーデバイス、その他ライトバルブを含む場合に、照射光学系５および投写光学系６を
どのように改変すればよいかは当業者とって自明な範囲である。
【０１２２】
　（変形例４）
  実施形態１および２によれば、検出部１０における記憶部１０Ａに照明投写、画像投写
、ＵＩ画像投写のいずれを優先するかを示すフラグ（情報）が記憶されており、主電源の
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供給開始または起動コマンドの受信があった場合に、検出部１０がいずれのフラグが記憶
されているかを判定し、その判定に応じて照明投写、画像投写、およびＵＩ画像投写のい
ずれかが開始されている（図３および図５におけるＳ４、Ｓ５、Ｔ４、およびＴ５）。し
かしながら、本発明はこのような実施形態に限定されず、主電源の供給開始または起動コ
マンドの受信があった場合に、当該フラグの判定なしで照明投写、画像投写、およびＵＩ
画像投写のいずれかが開始されるようにプロジェクター１００が構成されていてもよい。
たとえば、主電源の供給または起動コマンドの受信があった場合に、上記判定なしで照明
投写が開始されるようにプロジェクター１００が構成されていてもよい。
【０１２３】
　（本実施形態のプロジェクターを用いた演出方法）
  本実施形態によれば、光拡散装置７が拡散状態と非拡散状態との間の遷移を周期的に繰
り返すことが可能である。このような周期的な繰り返しは、魅力的な照明の演出となり得
る。このとき、プロジェクター１００は、光拡散装置７が光を拡散している場合に照明投
写用の画像を投写し、光を実質的に拡散していない場合には画像投写用の画像を投写する
。あるいは、光拡散装置７が光を拡散していてもしていなくても、プロジェクター１００
は画像用データに基づく画像を投写してもよい。
【符号の説明】
【０１２４】
　１…光源、２…光源コントローラー、３…空間光変調装置、４…表示コントローラー、
５…照射光学系、６…投写光学系、７，７Ａ，７Ｂ…光拡散装置、８…光拡散コントロー
ラー、９…受電端子、１０…検出部、１１…受信部、１２…無線ＬＡＮアダプター、１３
…ＳＳＤ、１４…メモリーカードＩ／Ｏ回路、２０…バス、２１…画像処理回路、２２…
ライトバルブ駆動回路、２３…制御部、２４…電源回路、２５…光源駆動回路、２６…光
拡散駆動回路、２７…ＩＲ受信回路、３０…拡散板、３１…機構、１００…プロジェクタ
ー。
【図１】 【図２】
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